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東日本大震災　グループ課題　健康・心
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東日本大震災　グループ課題　文化・ゆとり

東日本大震災　グループ課題　衛生・交流
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東日本大震災　グループ課題　生活・地域

東日本大震災　グループ課題　学習支援・健全育成
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東日本大震災　グループ課題　支援制度・情報提供

東日本大震災　事例１　石巻市

半壊
高齢者７０代独居
津波床上１センチ

地震の影響で、
屋根が損壊、
雨漏りで天袋崩落

２０１１年　健康生活アセスメント調査にて把握
２０１６年　仙台弁護士会調査
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東日本大震災　事例１　石巻市

半壊
高齢者７０代独居
津波床上１センチ

地震の影響で、
屋根が損壊、
雨漏りで天袋崩落

２０１７年　弁護士が行政職員に被災住宅を確認要請
　　　　　　住宅修繕制度が立替払いだったため、災害
　　　　　　援護資金貸付けで修繕費を捻出。支払いを
　　　　　　完了させ修繕制度申請。援護資金返済。

東日本大震災　事例２　石巻市

全壊　６０代夫婦

お父さんが持病のため避難所
生活できず２階暮らし。
まもなく入院となる。

2011年　応急修理制度や加算支援金を利用して１階修理をしようとしたが、
地元の工務店から２年待ちだと告げられた。

2011年年末にはお父さんが退院見込み。それまで何とかしたい。
チーム王冠で、信頼できる関東の工務店を手配。何とか退院時期に間に合う。
しかし、水周りと一階の一部屋の回復しかできず、寝室は二階のまま。
2013年　石巻市の独自制度で住宅再建支援事業が立ち上がり最大１００万円
の修繕費補助が受けられるようになったが、本人たちは理解していなかった。
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東日本大震災　事例２　石巻市

全壊　６０代夫婦

お父さんが持病のため避難所
生活できず２階暮らし。
まもなく入院となる。

2015年、こういった状況を地元新聞に取
材してもらい記事になった。
この記事を見た地元の大工さんが予算以上
の仕事をしていただき、4年ぶりに１階に
寝室を再建することができた。

東日本大震災　事例３　仙台市

大規模半壊
車椅子高齢者と４０代息子

地震、屋根の損壊・雨漏り
風呂が壊れて８年以上不自由

2018年　ＮＨＫ在宅被災者実態調査の事前準備で発見
2019年　仙台弁護士会有志の支援を受け、福祉機関との調整

生活保護、賃貸、津波被災地域ではない。
基礎支援金や義捐金などを使って最低限度の補修にとどまっていて、
加算支援金の存在を知らずにいた。
制度の利用にあたってケースワーカーに制度利用したら保護を止めると
言われたので、有志の弁護士に交渉依頼。制度の利用支援と建築士の手配を
した。風呂を直そうとしたら天井から光が差し込むほどの穴を確認した。
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東日本大震災　事例４　石巻市

大規模半壊
７０代・独居

床が抜けたままの部屋
風呂もトイレも無い現実
2011年　損壊判定不服申し立て
2012年　判定変更で支援制度活用
2013年　新支援制度適用されず
2016年　弁護士会調査
　　　　　風呂、トイレない実態把握、生活保護申請
2019年　支援団体と弁護士の協働で新支援制度の申請完了、執行が保留
2020年　生活保護との調整、制度実行予定。三社見積もり要求、また足枷

世間に申し訳ないととにかく我慢する。頼りにしていたご近所さんが亡くな
ったこと、支援団体との信頼関係、粘り強いヒアリングで救助要請。
旧知の市議会議員や民生委員などにも申し訳なくて話せなかった。

２０２１年１月、災害の制度を活用した支援完了
平時の福祉制度だけでは、この回復は見込めなかった。
災害ケースマネジメント制度があれば、５年前には完了できた。
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東日本大震災　事例５　女川町

一部損壊
高齢者６０代・独居

地震、風呂、トイレの損壊
８年以上不自由

2011年　在宅被災者として支援開始
2016年　仙台弁護士会調査

識字障害だが何の支援の対象にもなっていなかった。
2018年　心臓肥大症と診断され医療費に困って相談。自立支援の対象と
して福祉の見守り対象だったが、当方が通報するまで事態を把握せず。
生活保護につなぐ。災害リバモ活用を目指したが、対象から外され、県の
ケースワーカーは福祉の制度で再建は不可能と断じた。健康で文化的な最低
限度の生活を目指し、石巻市の弁護士、地元議員の助力を得て、復興住宅に
入居するに至った。しかし、あくまで空き部屋を埋める一般枠だった。

東日本大震災　事例６　女川町

一部損壊 ?
高齢者 7０代・独居
家が傾いたまま暮らす
2011年　在宅被災者として支援開始
　　　　　雨漏り修復など緊急支援
2016年　仙台弁護士会調査
2018年　地元議員認識も放置
2019年　復興住宅入居希望も
　　　　　福祉・行政機能せず断念
2020年　弁護士に家屋権利整理依頼

一般枠での復興住宅入居申請。
家屋があるという理由で入居拒否。
弁護士、建築士、医師に、震災との因果関係を含む意見書作成依頼。
その意見書をもって行政に働きかけ入居承認に至る。
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東日本大震災　事例 7　山形県

石巻市でアパート暮らし全壊
５０代・夫婦
漁師だった夫、失職しうつ病、知人を頼って山形に避難
みなし仮設制度利用、生活再建のため奥さん資格取得
をするため山形県内で引越し。自己都合として仮設終了。
無事資格を取得し、仙台市で就職が決まり宮城県に戻ろう
として制度の壁に阻まれる。
被災者として復興住宅入居が認められない。山形の住人。
県の相談機関、仙台市の相談機関たらいまわし。
チーム王冠を紹介され相談。民間アパートでの再建は、
加算支援金の対象になるも実質立替払い。お金は無い。
無利子で信用貸しできる先を紹介。アパート契約し、
引越し、加算支援金と援護資金を申請。

東日本大震災　事例８　石巻市

石巻市・全壊流出
６０代・独居
支援制度や貯金など
全財産を使って、
中古の家を購入。
地震で床板が傾いた
状態だったが、
入居までに直す契約
だったが、直されず
放置された。
精神的に追い込まれて、体調を崩して入院生活となった。
これ以上のトラブルは精神的に苦痛だということで、
チーム王冠として民間助成金をうけ、修繕費を捻出した。
現在は穏やかに暮らしている。
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